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（論文内容の要旨）  
細胞接着は多細胞生物において細胞の集団的な機能の実現に不可欠な要素である。細










































細胞の伸展を引き起こし、隣接細胞での ERK 活性化、つまり ERK 活性伝播につながる
可能性が考えられた。そこで、この仮説の検証のため、薬剤添加依存的に細胞収縮を惹





















造変化とその下流での YAP/TAZ の活性化を促進することを明らかにした。  
 一方、上皮細胞はカドヘリンを介して細胞間結合を行っている。申請者は細胞
を物理的に伸展させる実験および、ケミカルバイオロジーの手法を用いて細胞
を収縮させる実験を用いて、細胞への引張力の負荷が ERK MAP キナーゼの活性
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